
論文

中国語学習 コンテンツの制作

XMLデ ー タベ ー ス とJavaScriptを っ か っ て

非常勤講師 齊藤正高

1.は じめに

商用 のシ ョヅプ サイ トに劣 らず 、教 育 にお い て もデー タベー スが果 たす役割 は重 大 であ る。

うま く構造化 したデ ー タベー ス を作成 し、学習者 による適 切 な入 力 を設定 し、そ の入 力 を判 断

す る しくみ を作れ ば、基本 的な学習 コンテ ンツ を作 る ことが で きる。

また、Unicodeの 伝送形態 で あるUTF-8の 浸透 に ともない、 中国語 の学習 コンテ ンツ もパ ッ

ケー ジ化 され た ソフ トか ら、 ウェブベ ース のコ ンテ ンツに移行 しつつ ある。検 定試験 問題 のデ

ー タベー ス化 や講義 で使 われ るCALL副 教材 に も多 くの実績 があ る
。1

本 稿 はデ ー タベ ース をもつ ウェブベ ー スの学習 コンテ ンツについ て、そ の作成方法 を報告す

る。 筆者 が作成 した コンテ ンツ は以 下で ある。

1)中 国語 単語 ドリル

4)中 国語偏 労名 テス ト

2)中 国 語 あ い さつ 文 タイ ピン グ3)音 声 つ き 単 語 タイ ピ ン グ

5)中 国 語 量詞 テ ス ト6)成 語 タイ ピ ン グ7)発 音 分 類 別 単 語 表

http://taweb.aichi-u.ac.jp/saitom/chuugokugo/chuugokugo.html
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これ らは じつ に同工異 曲で あ って 、す べてXMLに よるデー タベー スをJavaScriptで 問題 に

加 工 し、HTMLで イ ンター フ ェー スを作成 した ものであ る。以 下 に くわ しく述 べ る。

1漢 字文献情報処理研究会 『漢字文献情報処理研究』創刊号2000年
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2.XMLに ついて

まず 、XMLに つ いて簡単 にま とめてお きた い。XMLは1998年 にW3Cか ら勧告 された 「拡 張可

能 なマー クア ップ言語 」で あ り、タグを 自由 に定 義で きる点が特長 で ある。HTMLが 文書 の表示

を行 う言語 だ と考 えれ ば、XMLは デ ー タの構造 をマー クア ップす る言語 と考 える こ とがで きよ

う。 一般的 なXMLデ ータベー スは以下 の部分 か らな る。

2.1XML宣 言

XML宣 言 はXML文 書 の最初 に書 く宣言 であ る。省 略す る とXMLと して認 識 されない場合 が あ

るので書 いた方が よい。

例:

〈?xmlversion="1,0"encoding="utf-8"standalone="no"?〉

この 宣 言 の 書 き方 はHTMLよ り も厳 密 で 、xmlの 部 分 を 大 文 字 に した り、〈?とxmlの 間 に 空 白

を 入 れ た り、version属 性 とencoding属 性 を 転 倒 す る こ とは で き な い。versionは 現 在1.0で

あ る。encodingはShift_JISやUTF-8な ど の 文 字 エ ン コー デ ィ ン グス キ.___ム を 指 定 す る。

standaloneは 外 部 に マ ー ク付 け 宣 言 が あ るか ど うか を記 述 す る。 省 略 す る とnoに な る。

2.2DTD(DocmentTypeDefiniton)

DTDで はXML文 書 の構 造(ス キーマ)を 定義す る。本稿 の使 い方で は省 略 しても動 くので省

く。 ところで 、昨年か らDTDに かわ るス キーマ言語 「RELAX」、 「XMLSchema」 をめ ぐって 、XML

開発者 のあい だで 「ボヘ ミア ン と貴族 の階級 闘争」 と呼ばれ る対立 があ る。 デー タの型 を明確

に定義 し、XMLを バ イナ リで も扱 え るよ うに しよ うと考 える派 閥(貴 族)と 、XMLを 基本 的に

テ キス トデー タ と考 える派閥(ボ ヘ ミア ン)の 対 立であ る。 吉松史彰氏 は これ を 「ス キー マが

重要 か、それ ともイ ンスタ ンスが重要 か」 とい う問題 として とらえ、以下 の よ うに 「XMLの 挑

戦」 をま とめる。

私 たち現代 の技術者 に とっては、イ ンス タンスはス キーマ な しには存 在 し得 な

い。イ ンス タンスの解釈 は厳密 にス キー マに依存す る。 ところが、現実 を見て

み ると、実 はスキーマ な しで も立派 にデー タが流通 し、運 用で きてい るシステ

ムが世 の中に はた くさん存在 す る。 その代表例 がWebだ 。(中 略)ま ずイ ンス

タ ンス あ りきで世 界 をっ な ぐシステム を構築す る。 それ がXMLの 挑戦 であ り、
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パ ラダイ ム シフ トなのだ。2

本 稿の 立場 は、既存 のデー タを再利 用 を重視 す るので、 「ボヘ ミア ン」的な 立場 で ある。

2.3XML文 書

XML文 書 はHTMLと 同 じよ うに内容 をタ グで 囲む。 タグ名 は 自由に定義 でき、漢字 ・ひ らがな

な ど2バ イ ト文字 を使 うこ ともで き る。た だ し、半角 カ タカナ と全角英数 字が使 えず 、一文 字

目は文字 かア ンダース コアでな くてはな らない とい う禁則 もあ る。XML文 書 と しての形式 は、

HTMLよ りも厳密 にかかね ばな らない。 以下 に、XML文 書 の必 要な形式 を書 く。

2,3.1XML宣 言 を除いた、す べての タ グは開始 タグ と終了 タグがな けれ ばい けない。

例:

〈単語 リス ト〉～〈/単語 リス ト〉

た とえば 、HTMLの 〈br>タ グは終 了要素 がない が、XMLの 内部 に これ を書 く場合 は、〈br>〈/br>

と書 くか〈br/〉と書 かねばな らない。/〉は終 了要 素 を省略 した形 で ある。

2.3.2XML宣 言 を除いた 、全 て の要 素 を包み 込む 「ル ー ト要 素」が1つ だ け必 要で ある。

×悪 い 例

〈?xmlversion="1.0"encoding="utf-8"?〉

〈詞 〉〈ピン イ ン>ni3hao3〈/ピ ンイ ン 〉〈/詞 〉

〈詞 〉<ピ ンイ ン>zai4jian4〈/ピ ン イ ン〉〈/詞 〉

○ よい 例 … … 〈単 語 リス ト〉が ル ー ト要 素

〈?xmlversion="1.0"encoding="utf-8"?〉

〈単 語 リス ト〉

〈詞 〉〈ピ ンイ ン>ni3hao3〈/ピ ン イ ン〉〈/詞 〉

〈詞 〉〈ピ ン イ ン>zai4jian4〈/ピ ンイ ン〉〈/詞 〉

〈/単 語 リス ト〉 ・

2吉 松 史 彰 「XMLが も た らす 夢 と現 実 」2003103120

(http:〃www.atmarkit.co.jp/fdotnet/opinion!yoshimatsu!onepointO7.html)
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2.3.3タ グには属性 が付加 で き るが 、属性 の代入 に は必 ず 引用符(="～"か 二'

であ る。

')が 必 要

例:

〈単 語 リ ス トlanguage="Chinese"category="あ い さ つ"〉 ～

〈/単 語 リ ス ト〉

以上 の約 束 を守 れば 、XMLと して認識 され 、ブ ラウザーで も表 示で きる。

3.XML文 書 の 作 成

XML文 書 は エ デ ィ タ ー で も作 成 で き る。 ま た 、 フ リー のXMLエ デ ィタ ー も い くつ か あ るが 、

大 量 の デ ー タ を 扱 う際 に は 少 々 っ か い に くい 面 が あ る。 そ こ で、 表 計 算 ソ フ トの ワ ー ク シー ト

を直 接 マ ー ク ア ップ し、XMLデ.__.タ を 作 成 す る手 法 を紹 介 した い 。 この 方 法 は 既 存 の デ ー タベ

ー ス をXMLに 変 換 す る 場 合 に有 効 で あ る
。 ま た 、Excel2003に はXML文 書 を 更 新 す る機 能 が つ

い て い る の で 、 す で に あ るXML文 書 の 追 記 に使 うこ とが で き る。 ま た 、XMLSchema(.xsd)フ

ァ イ ル を よ み こ め ばXMLを エ クス ポ ー トで き る。

た と え ば 、 以 下 の 会 話 表 現 の デ.__.タ が あ る と き

饗灘 難灘 灘灘 難難 鑑 難鑛購難鍵 灘難懇灘嚢灘 難灘難鑛鐙 蕪難 難簸

翻 灘

嚢灘
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翻難葦 再晃zai4,jan4さ ようなら

難齢 .激 不起 、ld娯i4如5g獄 二典んなさい...、
難雛難

、謝謝xie4xie5あ りがとう

灘欝

1行 を レ コー ドと考 え 、行 を 挿 入 しな が ら、 以 下 の マ ー ク ア ップ を行 う。

難 纏 難霧難灘 難 鍵 灘 灘 難灘 灘 灘 難 難 灘 騰 難 欝1難灘 鍵 縫 難 灘 灘 羅灘 難覇灘 灘 難 羅 難灘灘 畿嚢欝灘 義雛1
汁, .

灘 灘 、1.、

鍵嚢譲くjuzinaゴ1'〉〈2i>羅寧好1〈/ZI>〈 趣in冥in>n旧hao3〈 〆pinVi_n><riW>こ ん にちは 。〈〆ri鼎〉<〆auzi>

蝿,悠 好;nin2haa3、(目 上 に)こ んにち は.馨灘

晒 兄,2ai41ian4.さ ような ら,

聾 凱 二}凝 鷲 一_dui4busgi3.i....xie4xie5-_薫 雛 鍵 一 二.1-_

これ にル ー ト要 素 とXML宣 言 を書 き加 え、以 下 の よ うにす る。
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この ワー クシー トを 「.xml」 の拡 張子 をつ けて 、Unicode(UTF16)テ キ ス トと して保 存す る。

ブラ ウザー で表示す る にはエ デ ィター を使 い、UTF-8で 保存 しなおす必要 があ る。

〈?xml+fersi〔,n=is'1{∋nc⊂rding="utf-∈ ≡II?:〉

一 くhuihua>

一 くju2ino=[1111>

<21>俳 好 く/z;〉

<ρlnY'in>ni3hao3〈 ノPinyinl

<riyu>こ ん に ちは く/riyu>

〈毒憾 〉

一 くJLJzino=1匡2蓼 覇〉

〈z}〉彗 好 く/zl>

cpinyin>nin2hdO3〈/ρinyi貞 〉

<醇u>(目 上 に)こ ん に ち は くノri脚 〉

く加2b

,`gr開1^^_Ilnliti

このままで は大量 のタブ をふ くむの で、 ワー ドプ ロセ ッサの置換機 能 で と り除 いて もよい。

4.XPath

XMLの デー タを 自在 に抽 出す るに はXPathを 用 い るのが便利 で ある。XPathを 用 い るには、

事前 にXML文 書 のマ ー クア ップ構造 を知 ってお く必要 があ るが、教材 作成者 がXMLの マー クア

ップ を行 った場合 、 この点 は問題 にな らな い と考 えて よい。

XPathは 次 の よ うな構造 をもってい る。

/

[
ルー ト要素

1

、 要素1@属 性

ri
要素2要 素3要 素4

最 上 位 は 半 角 ス ラ ッシ ュ で 「/」 で 、XML文 書 の ル ー ト要 素 が そ の 後 に く る。 属 性 は@を 前 に

書 い て表 し、 各 要 素 の レベ ル の 問 はURLの よ うに 半 角 ス ラ ッ シ ュ で 区 切 っ て表 す 。

例:

/huihua/juzi/zi

/huihua/juzi/@no

ま た 、XPathに は[～]を つ か い 、 条 件 を追 加 す る こ と もで き る。

例:

/huihua/juzi[@no='2']/zi
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/huihua/juzi[@no='2'or@no='3']/zi

/huihua/juzi[pinyin='ni3hao'][@no='1']/zi

… …[～]を 追 加 す れ ばand条 件 を 設 定
。

/huihua/juzi[@no&gt;2]/zi

… … 「〉」 は 実 体 参 照(&gt;)で 表 現 す る
。

さ ら に 、XPathに は 関 数 が あ る 。

四則演 算(と くに除算 の記号 に注意)

+加 算

一 減算

*乗 算

div除 算

mod剰 余

数値 関数(主 な もの)層

sum()合 計 を とる

.count()要 素 の数 を返す

floor()小 数 点以下 の切 り捨 て

ceiling()小 数 点以下 の切 り上 げ

round()四 捨 五入 した整 数 を返 す

文 字 関 数(主 な も の),

contains(stringA,stringB)

Substring(StringA,B,C)

Substring-after(StringA,StringB)

Substring‐before(StringA,StringB)

StringAにstringBが 含 ま れ る場 合True

StringAのB番 目か らC文 字 分 切 り出 す 。

StirngAか らStringBよ り後 の 部 分 を 返 す 。

StirngAか らStringBよ り前 の 部 分 を返 す 。

例:日 本酒 店 のXMLデ ー タ を処理す るXPath

●sum(酒[価 格&gt;=10000]/価 格)div
.count(酒[価 格&gt;=10000]/価 格)

→1万 円 以 上 の酒 の 平 均 価 格 を算 出 。

●count(酒[contains(名 前,'蓬 莱 泉')])

→ 名 前 の タ グ に 「蓬 莱 泉 」 をふ くむ デ ー タ の個 数 を算 出 。
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XPathは 以 下 の よ うにXSL(eXtensibleStylesheetLanguage)で 使 うこ と もで き る。

例:hihonshu.xml

〈?xmlversion='1.0'encoding='Shift_JIS'?〉

〈?xml-stylesheettype="text/xsl"href="}(akakuhyou.xs1"?〉

〈商 品 デ ー タ 〉

〈酒 〉(以 下 略)

↓kakakuhyou.xsl

〈?xmlversion="1.0"encoding="Shift_JIS"?〉

〈xsl:stylesheetversion・="1.0"xmins:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"〉

〈xsl:templatematch="/商 品 デ ー タ"〉

〈palign="center"〉 〈fontcolor="Blue"〉 価 格 表 〈/font>〈/p>

〈tablealign="center"width="50%"border="1"〉

〈xsl:for-eachselect="酒[価 格&lt;3000]"〉

〈xs1:sortselect="菊 面 格"data-type="number"order="descending"/〉

〈tr>〈tdwidth="40%"〉 〈xsl:value-ofselect="名 前"/〉 〈/td>

〈tdwidth="30%"〉 〈xs1:value-ofselect="容 量"/>ml〈/td>

〈tdwidth="30%"〉¥〈xsl:value-ofselect="価 格"/〉 一 〈/td>〈/tr>

〈/xsl:for-each>

</table>

</xsl:template></xsl:stylesheet>

ノ

(XSLの 解 説)

●1行 目xml宣 言 、2行 目はxs1の 開 始 タ グ(ネ ー ム スペ ー ス を 指 定 して い る)

●xsl:templatematch="XPath"(match以 下 の 要 素 に以 下 の 書 式 を適 応)

●xsl:for-eachselect="XPath"(select以 下 の 要 素 が あ る 限 り、 以 下 の 書 式 を 適 応)

●xsl:sortselect="タ グ 名"(for-eachの 内 容 を タ グ名 を キ ー に並 べ か え)

●xsl:value-ofselect="XPath"(select以 下 のXPathの テ キ ス トを 取 り出す)

5.ス クリプト言 語による制御

XPathはXSLで 用 い るほか、XMLパ ー サ をっ かっ て、Javascriptな どのス ク リプ ト言語 で制

御す る ことがで き る。XML文 書 を呼び 出す場合 、Javascriptで は以下の よ うに書 く。
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"Msxm12"と はInternetExplore6以 降 に附 属 してい る 「XMLパ ー サ」で、XMLを 読 むた め

の部 品であ る。 これ をオ ブジ ェク トに作成 す る。asyncと い うプ ロパ テ ィは 、Trueの とき以下

のXML文 書 を読 込な が らス ク リプ トを実行す る。Falseに すれ ば、XML文 書 を読み込 んで か

ら以下 のス ク リプ トが動 く。10adと い うメ ソッ ドはフ ァイル名 を指 定 してXML文 書 を読み込

む。XML文 書 はイ ン ターネ ッ トテ ンポ ラ リー フォル ダー に保 存 され る。

このXML文 書 に対 してXPathを 用 い るには以下 の よ うに書 く。

varriyu=DOM.documentElement.selectNodes("XPath");

documtentElmentに 対 してselectNodesメ ソ ッ ドを実行 し、実行結 果 をオブ ジェク トに格

納 す る。 このXML文 書 の部分集合 か らテキス トを取 り出すに は以 下の よ うにす る。

yaku=riyu.item(0).text

item(N).textプ ロパテ ィが個別 の要素 のテキス トで ある。selectNodesメ ソ ッ ドの結果 が複

数 で ある場合 はitem(N)が 配列 となってお り、添 え字 に よる指 定が可能 であ る。結 果 の長 さは

以 下で知 る こ とがで きる。

nagasa=riyu.length;
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6.中 国語教材作成の実際

中国語の単語 ドリル を作成 した際、入力 と表示を考慮 し以下のデータ構造をつ くった。

くこ?》〈mlV∈?f51〔 〕r灘::111.口II∈垂nc{〕din⊆1=1㍉ 」tf:-E罫1?〉

一 くtask
_」絶_dong>

_〈GiR◎=闘1聴 〉

<z}ang="zh51>受 く/zi:》

〈1コn+din1捻ng=鯛zhl塵 〉占i</pinyin1>

<pByin21占nq=1`gnl1>ai4</ρinyin2>

<巳ngli5hlξlng=聾en擁>loge<!'εmgli三h>

〈y瞬la"9=瞳jd隠 〉愛 す る 、 愛 く/y顧 〉

</CI>

一 くci轟a=`1281>

〈zl日rlq=撃lzh臨 ■〉≡≡抹 く/zi>

〈ρnyin1{己ng=闘2h闘 〉δnp6i<IPiit¥;n1>

<pnyln2iang=龍en11>dn1P面i2</F〕{ny{R2>

〈巳ngli曲Idng="en"arrange;arrangement〈 海ngli曲 〉

〈y顧lang=臆ja㌧ 手 は ず を 整 え る く/y園 〉

〈/cb

一 くGIt10=°3° 〉

〈zlヨ 、蟹="zh'聖 〉捨 く〆ZI>

<ρny汽1き 己ng=llzh塵 瞳>b口i</PきnYin1>

<ρn¥n21anq="enll>b日i3</F}iny治2>

<engl三h協n襲=量len翻}put<ノ εngl慮h>

くこ}tisiLang=1'j日 引1>並 べ る く/y}三{〉

,〈/ci_〉

hskjia_dongは ル ー ト要 素で あ り、漢語 水平 考試(HSK)の 甲級 単語 の動詞 であ るこ とを

表 す。ciは 単語の レコー ドを表す。no属 性 はプ ライマ リキー であ る。ziは 簡体字 での単語 表記

を指す。pinyin1は 表示用 の発音記 号で ある。pinyin2は 入力 の照合用 デー タで ピンイ ンの声

調 部分 を数値化 して ある。englishはziの 英訳 であ る。yisiは 日本語 訳で あ る。

ピンイ ンにつ いて は、IMEの 一般 的 な入 力方法 と、表記方 法が異 な るので、この よ うに分割

してお くの が よい。具体 的 には以下 のテーブル を使 って、Excelマ ク ロで変換 をお こなって い

る。全 部で132パ ター ンの変換例 を作れ ば、pinyin2の デー タか らpinyin1の デー タを作成 で

き る。

{ Al日lo

1 i訓潮 鎭ngl

2 1薫!7____。ia.n._.___1__,一.,.

ヨ 勲 照_,_.i話.n黒__↓.__.

」烈 〕無._....、 」庶 難鳳____,き、

翌類n釦___涯 翌薫頓摂._.、_蒸____

urn __潔 憩9{

4…

5
…

6
幅rr、

き日胃

このXMLデ ー タベ ース をつ か って、 ランダム出題 の単語 ドリル をつ くる手順 は以下 にな る。
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出題 関数(出 題 ボタ ンのイベ ン トonclickで 起動す る)

1.XMLパ ーサー のオブ ジェク トを読 み込み 、 ファイル をロー ドす る。

2.出 題範 囲 を1の オ ブジ ェク トの.1engthか ら求 め る。

3.出 題 数分 の重複 しない乱数 を配 列 に作成 す る。

4.XPathを つ かって3で 作成 した乱数 のno属 性(プ ライマ リキー)を もつzi、pinyin1、

pinyin2、english、yisiの 要素 を抽 出す る。

5.出 題 形式 に応 じて 、問題 として表示す る要素 の.textを 格納 す る。

6.5の あ とで解 答 となる要素 を配 列 に格 納す る。

7.5の 内容 をペ ージの 中に表示 す る。(こ の とき、document.writeOを 用 い るか、 あ るい は

くpid="mondaihyouji"〉 ここに問題 を表示<1p>の よ うに、HTMLタ グにIDを 指 定 してお

き、document.all.id名.innerHTML=書 き出す メ ッセー ジ、の よ うにinnerHTML属 性 を

強制 的 に書 き換 え る方法 をつ かって も よい。解 答 を入 力す るテキ ス トボ ックス にはname

属性 を指定 してお き、採 点 関数 で呼 び出せ る よ うに してお く。)

採点 関数(採 点 ボタ ンの イベ ン トonclickで 起動 す る)

8.出 題 関数 が作成 した解 答配列 を受 け取 る。

9.学 習者 がテ キス トボ ックスに書 き込 んだ解答 を.value属 性 を使い受 け取 る

10.8と9の 内容 を比較 し、点数 をっけ、正解 とともに表示す る。

7.TTS(TextToSpeech)と の 連 携

TTSは 音 声 合 成 の こ とで あ る。WindowsXPで はOSの 標 準 機 能 に な っ て い る。
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中 国 語 の 音 声 合 成 エ ン ジ ン も 、Microsoftの サ イ トか ら 、 「SpeechSDK51.exe」 と

「SpeechSDK51LangPack.exe」 をダ ウン ロー ドすれ ば使用す るこ とがで きる。 現在 、アル 化

がで きない な どい くつ かの欠 点 もあるが、発 音速度 の調整 しだ いで使 用 に耐え る音声 を作 る こ

とが で きる。1

灘灘騰 麺 灘

灘 鰐織 誕纏 鎌 難 鎌1蒙鑛 醗 灘鱗 醗難 騰 灘纏 難 繍 鶏 難 難

灘 鑛難盤 ・・P-F1…S暉 …DK・ 鐸…pl…Scrip・・…mpl・冊 ・Sl叩1・職 …

SimpleTTS(DHTML)

睡

R。・。麹 謹V。1㎜ 。懸灘鍵鑛翻

1纏 灘蕪 難難灘 馨難翻

VoiceAudiodutput

¥蕪 難 ≡難羅灘辮 鑑
v灘 鱒 難灘

輝

瓢c鵬o雌 騨 団edC漉e3e附YAM川 →AAC-XGWDMA朧

灘蕪灘簾 誘灘 灘叢購織灘翻灘翻・・難醗 購 繍 羅撚騰 震{燭 難 難灘 購 綴 講灘 灘響 ・ 灘

また、SpeechSDK付 属 のTTSAPPを つ か うと、wav形 式の フ ァイル に保存 で きる。

ところで、中国語の規範 的 な発 音で は、同 じ 「大意 」 とい う形 態素 で も、dayiと 発音す ると

「あ らす じ」の意 味、dayiと 軽声 で読ん だ場合 は 「うかつだ」 とい う意味 にな る。 この よ うな

微妙 な差異 を表す ため に、発音 をマ ー クア ップす るXMLが 準備 され てい る。アル フ ァベ ッ トと

声調 数値 の間に空 白が必要 であ る点 に注意せ ね ばな らない。
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<pronsym="da4yi4">a〈/pron>

〈pronsym="da4yi5">a〈/pron>

TTSエ ンジ ンに与 え るデー タの うち、

以 下の記号 で ある。

pron要 素のsym属 性 には使 う文字 は アル フ ァベ ッ トと

01bmyS

印

&

り
乙

十

士

1

2

3

4

5

PhonelD

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

Example

Syllableboundary(hyphen)

Sentenceterminator(exclamationmark)

wordboundary

Sentenceterminator(comma)

Sentenceterminator(period)

Sentenceterminator(questionmark)

Silence(underscore)

primarystressこ れ は英 語 の ア クセ ン ト

secondarystress英 語 の ア ク セ ン ト

Tone1こ れ が 第1声

Tbne2こ れ が 第2声

Tbne3こ れ が 第3声

Tone4こ れ が 第4声

Tone5こ れ が 軽 声

(MicrosoftSpeechSDKSAPI5.1ChinesePhonemesよ り抜 粋)

これ をス ク リプ トで制御 す るには以下 のス ク リプ トを書 け ばよい。 これ を6節 の スク リプ ト

と連携 させ れ ば、音 声付の 単語テ ス トを実現す るこ とがで き る。そ の際、入 力用 のpinyin2の

XML要 素 をTTSのpronタ グsym属 性 に代入 でき るよ うに変換す るこ とも必要 であ る。

<HTML><HEAD>

<TITLE>SpeakChinese</TITLE>

<SCRIPTLANGUAGE="JavaScript">

varV=newActiveXObject("Sapi.SpVoice")

for(i=0;i<V.GetVoices().count;i++){

T=V.GetVoices(),ltem(i);
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TT=T.GetDescription()

if(TT=="MicrosoftSimplifiedChinese"){V.Voice=V.GetVoices(),ltem(i);}

}

V.Rate=5;、

V.Volume=100

V.Speak("<pronsym='ni2hao3'>a</pron>",1);

deleteV,

<1SCRIPT><1HEAD><BODY>し ゃ べ り ま す 。<1BODY></HTML>

8.お わ りに

XMLデ ー タベ ー スを使 った 、学 習 コンテ ンツは基本的 にHTMLフ ァイル とXMLフ ァイル

だけで構成 され てお り、ブ ラ ウザー だけで実行 で きる。学 習 ソフ トのイ ンス トール がい らない

点 では 、教 材 を 「配布」す るよ うに使 うこ とがで きよ う。 また、 ウェブサーバ に載せ たXML

は、HTMLの なか に書 かれた ス ク リプ トに よってダ ウン ロー ドされ る と、イ ンターネ ッ トテ ン

ポ ラ リー フォル ダ`.の 中に保 存 され 、以 降は回線 が切れ て も使 用可 能で ある。DBMSと の関連

を意識せ ず とも、 デー タベー ス を背 景 に した コンテ ンツを公 開で き る点 は注 目す べ きで ある。

csvフ ァイル を操作す る 「デー タバイ ン ド」 で も、 この点は実現 可能だ が、XPathを 使 うこと

で よ り柔 軟性 を持 たせ る ことが でき る。た だ し、本稿 で紹介 した方法 はあ くまで もクライア ン

ト側 の技術 で あって、デー タ をセ レク トす る こ とはで きるものの、 クライア ン トコン ピュー タ

に存在す る情報 を ウェブ上のデ ー タベー スに集約す るこ とはで きない。、これ は別 にSQLを あ

つか えるサーバ ーサイ ドの技術 に よ らねばな らない。本 稿 で紹介 した中国語学習 コンテ ン ツも

成績 の登録 だけはASPで 書 いてい る。

今後 の課題 と しては、教 材 の組織 化 が必 要で あ る。 現在 は単純 な単語 ドリル で あるが、学習

者 の習 熟度 を反 映 した内容 にす る必要 があ る。 そのた めにはXML構 造 も変更せ ね ばな らない

だ ろ う。 また、1万 件程 度 の大 きなXML文 書 を操作 す る と処 理速度 がお ちるので対策 が必要

で あ る。また 、本稿 で用 いたDOMの ほか に、SAXを 使 って もXMLを 操作 で きる。 この点 に

つ いて も今後 の課題 と してお く。
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